
未来を拓く職業体験学習 
 

１０月２５日（水）～２７日（金）の３日間、

２学年は近隣の事業所で職業体験学習をおこ

ないました。 

また、１１月２１日（火）には、１学年がＩＫ

ＥＡ新三郷店へ探検ツアーに行きました。 

どちらの学年も事前に「人はなぜ働くのか」

や、働くことの意義・様々な職業について学び

ました。 

職業体験当日はいずれの生徒も真剣に取り組

んでいました。体験学習１日目、彦成中に商品

を届けにきた生徒もいました。緊張して挨拶の

声が小さくなっていましたが、３日目に商品を

届けに来た際は、とてもしっかりした挨拶と受

け答えができるようになっていました。「働く

こと」を通して大きな成長がみられた３日間で

した。 

 ＩＫＥＡ探検ツアーでは普段なかなか見る

ことができないバックヤードを見学し、みな興

味津々でした。普段見られないことをみたり学

んだりすることで、「働くこと」に自然と親し

みと興味をもてるようになりました。 

 近隣事業所の皆様、ありがとうございまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

【 校訓 】大志 三郷市立彦成中学校学校だより 

令和５年１２月１日 発行   

学校教育目標 

 １ 自ら学ぶ生徒 

 ２ 思いやりのある生徒 

 ３ 心身を鍛える生徒 

スローガン 

未來を拓け 

NEXT彦成！ 

１２月号 

在籍生徒数 1２/１現在 

１年生 

５６ 

２年生 

４８ 

３年生 

５5 

計 

１５９ 

 
 

 

 

  1日(金) ３年生租税教室 

  4日(月) 特別支援学級合同学習会 

  5日(火) 特別支援学級社会体験学習 

      （上野動物園） 

  6日(水)  民生委員・児童委員、主任児童

委員連絡会 

 12日(火) ２年生三郷工業技術高校体験学習 

 13日(水) １年生・特支授業参観・保護者会 

14日(木) ２年生授業参観・保護者会 

 15日(金) ３年生授業参観・保護者会 

            ５時間授業 

 19日(火) ４時間授業 

 20日(水)  ４時間授業・給食終了 

 21日(木) ３時間授業 

 22日(金) 終業式 

      冬期休業～１／８ 

 

 

  9日(火) 始業式・避難訓練 

 10日(水) ３時間授業 

     （発育測定・集会・学活） 

 11日(木) ５時間授業・給食開始 

 13日(土) 第３回英語検定（１次） 

 19日(金) １年４校時スキー教室事前指導 

            １年給食後下校 

 20日(土) 埼玉県私立高校入試中心日 

      第 3回漢字検定 

 21日(日) １年スキー教室（～１／２３） 

      新潟県湯沢町岩原スキー場 

 24日(月) １年振替休日 

 25日(火) ５時間授業 

 27日(土) 第３回数学検 

 31日(日) HTP 

 

 

 

 

（ＩＫＥＡ探検ツアーの様子） 

1月のおもな予定  

 

12月のおもな予定  

 

図書委員のおすすめ本 
  
 ２－１  
 おすすめの本 「くもをさがす」 
 著者  西 加奈子 
 
 そこは蜘蛛の多い家だった。そんな古い木造の
家に引越しした主人公はある日、蜘蛛に刺され
てしまいました。左足の膝と右足のふくらはぎに、
大量の赤い斑点を発見しました。クリニックに行っ
た主人公は、超音波検査を受けました。しかし、う
まくいかず、針生検をすることになり、まさかの乳
がんと宣告されてしまいました。そしてその日から
の生活を日記としてつけ始めました。 
 この本では、自分の命を見つめるほかにも最近
の出来事もかかれていて、現実味があって読み
進めることが楽しいです。 
 ぜひ読んでみてください。 

清掃は、心の表れ！ 

校長 檜垣 幸久 

１２月は、「清掃」に力を入れましょう。彦成中は、放課後の時間を捻 出
ねんしゅつ

するために水曜日と

木曜日は、まとまった清掃時間が設定されていません。環境委員が指摘してくれたように、教室

の隅
すみ

に「ほこり」がたまっていたり、黒板の下にチョークの粉が落ちていたりすることがありま

す。チリ一つ、ゴミ一つない環境、床が光る環境では、気持ちもすがすがしくなるのではないで

しょうか。「すがすが（清清）しい」。いい言葉だと思いませんか。ＡＩには理解できないことで

す。人間にしか体験できないことです。しっかりと「清掃」することができるか否かは、社会人

になるのに重要な分かれ道となります。 

まず、「汚れ」を感知できるかどうかが問題です。心の中に「整っている状態」「清潔感」を持

っていないと感知できません。大げさな言い方のようですが、同じ状態を見ても感じ方が違うの

は事実です。「整っている状態」や「清潔な状態」の理想像をイメージすることができないから、

「汚れ」を感知できないのです。 

 次に、「挑戦する心」が求められます。床の汚れを感知して、雑巾
ぞうきん

で拭きます。しかし、「汚れ」

は落ちません。そこで、諦
あきら

める人と挑戦する人に分かれます。挑戦する人は、もっと「圧
あつ

」をか

けて拭
ふ

いてみたり、洗剤
せんざい

を使ってみたりします。同じ状態を清掃したのに仕上がりが違います。

「挑戦する心」があるかないかの違いではないでしょうか。 

 さらに、全体を見渡す視点も必要です。全体を見回して、まずここの部分をこんな状態にしよ

うと決断することが必要です。例えば、廊下の一点ばかりをきれいにしても全体からすると違和

感のある空間になってしまいます。整った全体をイメージすることが大事です。 

 たかが「清掃」。されど「清掃」なのです。つまり、「清掃」する姿は、心の表れです。 

 

 


